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１．サステナビリティ・ウィーク 2015 の概要 １．サステナビリティ・ウィーク 2015 の概要



 

本年の特徴 

・開催テーマ ： 札幌サステイナビリティ宣言 2008 を再確認する 

・メイン期間 ： 2015 年 10 月 24 日（土）～2015 年 11 月 8 日（日） 

・企画数   ： 32 企画 

・企画実施期間： 2015 年 8 月 21 日（金）～2016 年 3 月 6 日（日） 

・参加者数  ： 27,694 人 

・特筆事項    ：  

- 主要国首脳会議が 2016 年に 8 年ぶりに日本で開催されるのを前に、

前回の G8 北海道洞爺湖サミットに合わせ、世界を牽引する大学が集

まり採択した「札幌サステイナビリティ宣言」に焦点を当てた。宣

言の内容を再確認し、採択後の歩みを振り返る企画の開催を、サス

テナビリティ・ウィーク事務局は重点的に支援した。 

- 多数の学長が『北海道―フィンランド・ジョイントシンポジウム』、

そして『日本―インドネシア学長会議』に集まった。前者は北極域、

後者は日本とインドネシアにおける自然環境と社会環境の持続性に、

大学は大きな責任を負っていること、そして、その責任を果たす上

で大学間や産学間の連携が有益であることが確認された。 

- インターネット・フォーラム「GiFT」は 5 年目の開催にあたり、司

会を北海道大学の学生グループに任せた。YouTube を通じた世界へ

の 1 時間半の生配信には、世界各国から 267 人が参加した。 

- プレゼンテーションを通して価値あるアイディアを広める

「TEDxHokkaidoU」や、社会起業アイディア国際コンペ「ハルト・

プライズ」、「インドネシア留学生協会研究会」など、意欲的な学生

による新たな企画が生まれた。 

- 附属図書館による展示企画や参加人数の多い学生の企画によって、参

加者数が 2 万人を超えた。 
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北海道大学 総長 山口佳三

総長あいさつ

今から7年前、G8サミット(主要国首脳会議)が北海道洞爺湖で開

催されました。この時、各国を代表する27大学が札幌市に集ま

り、「大学は持続可能な社会実現のための原動力になる」 という

決意を「札幌サステイナビリティ宣言」として採択しました。この宣

言の採択に当たり主要な役割を果たした北海道大学は、宣言を

実現すべく毎年サステナビリティ・ウィークを開催しています。 ウィ

ーク期間中は、地球温暖化や自然環境の劣化、少子高齢や経済

格差などわたしたちの生存を脅かす課題について研究者や学生

そして市民が、知識や知恵、技術や経験を持ち寄り、解決する方

法をいっしょに考えてきました。 来年8年ぶりに日本で主要国首脳

会議が開催されるのを前に、今年のサステナビリティ・ウィークで

は「札幌サステイナビリティ宣言2008を再確認」します。それは、

持続可能な社会の実現のために大学や研究者が果たしてきた役

割について率直な意見交換をすることに他なりません。今回の再確認を期に、北海道大学はもちろん

のこと、多くの参加者のみなさんの新たな歩みがここから始まることを願っています。

北海道大学 総長 山口 佳三
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総括

サステナビリティ・ウィーク2015を振り返って

サステナビリティ・ウィーク2015実行委員長 
国際担当理事・副学長 　上田一郎

持続可能な社会の実現に向けた教育研究の推進週間として、2007年に開始した北海道大学サステナ

ビリティ・ウィーク事業は、今年で第9回を迎えました。中核期間である10月24日（土）から11月8日（日）

の16日間に12企画が、その前後数週間に20企画が開催されました。国際シンポジウム、市民講座、ワ

ークショップ、展示、企画コンペ、映画上映など、32の多様な企画を通じて持続可能な社会の実現を目

指した情報発信、議論、学び、人的ネットワークづくりが行われました。

2014年も、開催期間は4ヶ月間におよび、サステナビリティ・マンス（Sustainability Months：サステナビリ

ティ月間）と化していましたが、2015年は新たな企画が加わり、開催が8～12月と5ヶ月の長期にわたり

ました。もはや、サステナビリティ・シーズン（Sustainability Season：サステナビリティ季）と呼ぶ方がふ

さわしいほど、1年の半分は人類の重要な課題について何かしらの企画を行っている状況となりまし

た。

国連： 新たな持続可能な開発のための 2030アジェンダの採択

2015年9月25～27日に国際連合では持続可能な開発サミットが開催され、「私たちの世界を転換する：

持続可能な開発のための2030年アジェンダ」が193の国連加盟国全会一致で採択されました。この新

たなアジェンダは各国に対し、2016年から15年間で17個の持続可能な開発目標（SDGs）の達成に取り

組むよう呼びかけると同時に、「あらゆる人の貢献が必要となる」と訴えています。大学そして教職員や

学生も例外ではありません。こういった国際社会の要請に応え得る時宜にかなったテーマを今年のサ

ステナビリティ・ウィークは掲げて実施しました。

開催テーマ 「札幌サステイナビリティ宣言2008を再確認する」

「大学が持続可能な社会実現のための原動力になる」という決意を盛り込んだ札幌サステイナビリティ

宣言を改めて認識し直すというのが、今年のテーマでした。本宣言は、北海道大学が重要な役割を果

たして2008年に札幌で開催したG8大学サミットで、世界の主要な27大学が採択したものです。以来、７

年ぶりに日本開催となる2016年5月のG7サミット開催を目前に、持続可能な社会実現のための大学の

役割を複数の企画においてあらためて議論しました。
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社会と共に教育し、社会と共に研究する大学へ

多数の学長が集まった『北海道―フィンランド・ジョイントシンポジウム』、そして『日本―インドネシア学

長会議』では、前者は北極域、後者は当該国における自然環境と社会環境の持続性に、大学は大き

な責任を負っていること、そして、その責任を果たす上で大学間や産学間の連携が有益であることが

確認されました。

大学が位置する地域社会に焦点を当てた『サステイナブルキャンパス国際シンポジウム2015』では、

大学のキャンパスというハードとそこで展開される教育研究というソフトを活かすことによって、地域社

会の環境負荷低減や新しい社会サービスの開発に貢献し得ること、そのためには自治体、産業界、ア

カデミアの関係者によるチームが不可欠であるとの認識が共有されました。

『WHO研究協力センター指定記念講演会』や『ようこそ！ヘルスサイエンスの世界へ』、『同性パートナ

ーシップ制度導入を考える』などの複数の企画では、ひとり一人が健やかに人間らしく生きられる社会

を目指して取り組んでいる研究の成果を、市民に向けて発信しました。

これらから分かることは、山口総長のモットーである「社会と共に教育し、社会と共に研究する大学」の

姿を追求することこそ、持続可能な社会へと変革を促す原動力となろうとする大学の姿だということで

す。

学生によるイニシアチブ

今年の特徴のひとつに、意欲的な学生による新企画が挙げられます。価値あるアイディアを広げる

『TEDxHokkaidoU』、社会起業アイディアの国際コンペ 『ハルト・プライズ 北海道大学予選』など、学生

がイニシアチブを発揮して持続可能な社会のあり方を議論する場を形成しました。

他にも、留学生と日本人学生が司会を務めたインターネット・フォーラム『GiFT – Global Issues for

Tomorrow-(世界課題解決に向けたフォーラム)』では、YouTube上で世界から267人の大学生や高校生

などが参加しました。彼らは、本学の総長や研究者からのビデオメッセージに触発され、世界の課題解

決に向けた意欲やアイディアをチャットで交換しました。

2016年に向けて

サステナビリティ・ウィークは、来年10年目という節目を迎えます。 これまで、サステナビリティ・ウィーク

実行委員会では、Sustainability（持続可能性）という概念を、自然環境、社会環境、経済発展の枠組み

にとどまらず、安寧（Well-being）や社会的包摂（social inclusion）を含む広い視野で捉えてきました。国

連のSDGsの目標群を眺めれば、我々の視界が世界を先取りしていたことは一目瞭然です。

「近未来戦略150」で「世界の課題解決への貢献」を掲げる北海道大学は、この歩みを止めることなく変

革の原動力であり続けます。

次回は2016年10月22日（土）から11月6日（日）を中心に開催する予定です。 2016年5月に開催される

伊勢志摩サミットなど国際社会の動きとともに地域のニーズも捉え、社会と共に教育、研究していきま

すので、皆様のご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。
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